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資料1 パブリック・コメントの実施結果と対応方針（案）について
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１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-１．パブリック・コメントの実施概要

募集期間 令和8年7月27日（月）～令和8年8月26日（水）の1ヶ月

内容
第三次宗像市道路網整備計画について

【関連ファイル】第三次宗像市道路網整備計画（案）、概要版（案）

意見提出方法

① 担当課への書面の持参
② 郵便
③ FAX
④ 宗像市公式ホームページ
⑤ メール

【設置場所】
・宗像市公式ホームページ
・担当課窓口
・市役所情報コーナー
・大島行政センター
・メイトム宗像
・宗像ユリックス
・サンリブくりえいと宗像
※メイトム宗像と各地区コミュニティ・センターでは、タブレット端末での閲覧が可能。

提出された
ご 意 見

①計画書全体：第二次計画に対する検証の整理・記載

②計画書P47～53「国土強靭化との整合」：国の施策との整合性の明記

③計画書P49「人中心の道路空間の形成」：対象拠点の追加要望（2地域）

④計画書P58「アクションプラン」：可能な範囲での計画プロセスの明記（評価主体、検討時期等）

⑤計画書P74「生活道路施策」：生活道路における安全対策の計画的な推進を要望

⑥「中心拠点に関する道路整備」：関連計画との役割分担、スケジュール、費用負担等

▲ むなかたタウンプレス（令和8年7月号発行）
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１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-２．提出されたご意見とその対応方針（案）
（１）計画書全体：第二次計画に対する検証の整理・記載

ご意見（原文のまま）

・本計画は第三次計画であることから、

・第二次計画で実現できた内容

・実現できなかった内容

・その要因

・今回どのように反映したのか

について、計画書の中で整理・記載していただくことで、市民にも計画

の継続性が伝わりやすくなると考えます。

対応：一部修正

・ご意見を踏まえて、計画書 第1章に、前計画の振り返り（概要と評価）を「追

記」します。

・道路は、社会や経済の活動を支える基盤としての役割を担い続ける一方、その

ニーズは、時代の変遷とともに変容しています。

・前計画の策定時においては、旧宗像市と旧玄海町の合併に伴う市域拡大に対

応するため、自動車交通の円滑化や道路網全体の交通容量の拡大を図り、道

路の量的水準を充実化することを目的に、道路を整備することに重点を置いてい

ました。

・今後の道路行政においては、従来の円滑な交通機能の確保はもとより、都市の

利便性や安全性の向上に資する高質な道路空間の確保に重点を置く必要があ

ります。

・本計画の計画書 第8章では、社会経済情勢の変化等に対応した効果的かつ効

率的な道路整備を推進するため、道路の機能に着目した目標を掲げています。

▼ 第1回策定委員会資料（抜粋）
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１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-２．提出されたご意見とその対応方針（案）
（２）計画書P47～53「国土強靭化との整合」：国の施策との整合性の明記

ご意見（原文のまま）

・基本方針3「災害に強い道路ネットワークの構築」は、

国が策定した「第1次国土強靱化実施中期計画

（令和8～12年度）」とも方向性が一致しています。

・国の施策との整合性を計画書へ明記することで、道

路整備の必要性や、今後の国庫補助制度との関係

についても市民の理解が深まると考えます。

対応：一部修正

・基本方針3「災害時に備えた道路機能の確保」では、

「第1次国土強靭化実施中期計画」（令和7年6

月）ならびに「宗像市国土強靭化地域計画」（令和

8年3月改定）の内容も踏まえて、道路における防

災・減災の視点から施策方針やアクションプラン等を

設定しています。

・ご意見のとおり、本計画との関係性を明記していなかっ

たため、関連計画（宗像市）に「宗像市国土強靭

化地域計画」を、国・県の計画に「第1次国土強靭

化実施中期計画」を「追記」します。

▼ 計画書P2（関連するページも同様に修正）

追記

追記
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１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-２．提出されたご意見とその対応方針（案）
（２）計画書P47～53「国土強靭化との整合」：国の施策との整合性の明記

▼ 第1次国土強靱化実施中期計画（令和7年6月）



6

１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-２．提出されたご意見とその対応方針（案）
（２）計画書P47～53「国土強靭化との整合」：国の施策との整合性の明記

▼ 宗像市国土強靭化地域計画（令和8年3月改定） ▼ 年次計画（アクションプラン）
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１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-２．提出されたご意見とその対応方針（案）
（３）計画書P49「人中心の道路空間の形成」：対象拠点の追加要望（2地域）

ご意見（原文のまま）

・「人中心の道路空間の形成」に下記の２地域を追加してほしい。

１．東郷橋から稲元の商業区（廉売集客拠点）

準工業地域にマルキョウ宗像店とスーパーセンタートライアル宗像店があり、第一種住居地域にルミエール赤間店と

コスモス稲元店がある。商業区として行政の都市計画が及んでいたとは考えられない地域に五月雨的に廉売を主体

の大型店舗が出店している。この地域の集客力を当て込んで更に大型店舗が出店してくると点在型ショッピングモー

ルを形成していくことも考えられる。

マルキョウとトライアル間は歩道で徒歩往来可能、ルミエールとコスモス間は隣接なので徒歩往来が主体なのですが、

トライアルとルミエールを行き来するのに徒歩は危険かつ面倒でこの間の移動はほとんどの人が車を使っています。

そこで、トライアルの前に歩行者用信号機を設けて、その先を山田川対岸まで人専用の橋を架ければ徒歩によ

る人の流れが出来ると思います。

２．くりえいと（南北両拠点）

徒歩で店舗間を移動しずらいのを何とかしてほしい。

クリエイト南では、たとえばサンリブからダイソーに歩くと解りますが歩きにくい。

クリエイト北ではクリエイト通りを跨ぐ横断歩道が適切な位置にないために徒歩で横断しにくい。

南北拠点間も、ナフコからグリーンコープやサンリブを経由し、ダイレックスやオアシスにも立ち寄って、コスモスやマック

スバリューに行くとすると、歩道や横断歩道に一貫性や秩序がなく徒歩移動への配慮に欠けていると実感します。宗

像市の中心的商業区域なのに店舗間ウインドショッピングが楽しくない地域です。

サンリブの立体駐車場へのアプローチを今後の都市計画道路土穴朝町線側に移動し、この地域の車両は土穴朝

町線とくりえいと通りの両サイドに極力寄せてしまい、中心軸の南北移動では人中心の道路空間が形成可能だと思

います。
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１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-２．提出されたご意見とその対応方針（案）
（３）計画書P49「人中心の道路空間の形成」：対象拠点の追加要望（２地域）

対応：原案どおり

・「人中心の道路空間の形成」は、基本方針4「中心拠点等

の活性化に資する道路空間の形成」に対応したものであり、

中心拠点等の活性化を目指した取組みを示したものです。

・中心拠点等とは、「第3次宗像市都市計画マスタープラン」

（令和7年5月）にて定義する中心拠点（赤間駅周辺）

及び拠点（東郷駅周辺、市役所周辺）を指しています。

・中心拠点等以外の地域においては、生活道路における安全

性の確保や生活利便性の向上等に向けた取組みを適切に

実施することとしています。

・ご意見いただいた2地域は、

1.東郷橋から稲元の商業区：中心拠点等以外の地域

2.くりえいと（南北両拠点）のうち、

くりえいと南：中心拠点（赤間駅周辺）

くりえいと北：中心拠点等以外の地域

に該当し、ご意見の内容は上記の取組みに含まれるため、

「原案どおり」とします。

▼ 計画書P43
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１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-２．提出されたご意見とその対応方針（案）
（４）計画書P58「アクションプラン」：可能な範囲での計画プロセスの明記

ご意見（原文のまま）

・既定の都市計画道路で対応できない優先区間につ

いて、「具体のルートを示すものではなく、今後、事業の

必要性や費用対効果を含めた事業効果、事業実施

環境などを総合的に評価・精査していく予定」と記載さ

れています。

・今後の検討プロセスについて、市民にも分かりやすくす

るため、

・評価・精査の主体

・検討の時期

・事業化判断までの流れ

を可能な範囲で明記していただきたいと考えます。

対応：原案どおり

・事業化の判断に際しては、各事業主体（国・県・

市）において、将来の人口動態や財政状況等を踏ま

えて、適宜検討の上で判断することから、整備優先区

間は今後10年間で取り組むこととしています。

・具体的な検討時期や判断基準等を一概に規定する

ことは困難であるため、「原案どおり」とします。

▼ 計画書P60
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１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-２．提出されたご意見とその対応方針（案）
（５）計画書P74「生活道路施策」：生活道路における安全対策の計画的な推進を要望

ご意見（原文のまま）

・令和6年度に提出した「宗像市地域公共交通計画」

へのパブリックコメントでは、駅へ向かう大通りの歩道が

狭く、インターロッキングの不陸による転倒事故の危険

性について意見を提出しました。

・本計画においても、歩行者の安全性向上は重要な課

題であることから、歩道舗装の更新やバリアフリー化な

ど、生活道路の安全対策についても計画的に進めてい

ただきたいと思います。

対応：原案どおり

・本計画では、アクションプランとして中心拠点等におけ

る「歩道・自転車道等の整備（機能確保）」を掲げ

るほか、生活道路における歩行者の安全性の確保に

向けた各種施策を適切に実施することとしています。

・ご意見の内容は上記の取組みに含まれるため、「原

案どおり」とします。

▼ 計画書P72



11

１．パブリック・コメントの実施結果とその対応方針（案）

１-２．提出されたご意見とその対応方針（案）
（６）「中心拠点に関する道路整備」：関連計画との役割分担、スケジュール、費用負担等

ご意見（原文のまま）

・赤間駅・東郷駅周辺など中心拠点に関する道路整備については、

他の関連計画とも連携して進められる内容が含まれています。

・道路整備計画で実施する内容と、他計画で実施する内容との役

割分担や、おおまかなスケジュール・費用負担の考え方について整

理していただくことで、市民にも理解しやすい計画になると考えます。

対応：一部修正

・本計画の推進にあたっては、関連計画等を所管する各事業主体（国・県・

市）との連携及び調整の上、各々の役割分担等を決定することから、具体的

な検討時期や判断基準等を一概に規定することは困難であります。

・本計画で実施する内容に関して、施策方針～アクションプラン～施策イメー

ジの関係性ならびに本計画に基づく施策に関連する制度を分かりやすく表現

するため、計画書 第6章の「人中心の道路空間の形成イメージ」の掲載位置

及びコラムの表記を「修正」します。

・計画書 第8章において、基本方針4に関する個別のモニタリング指標は設定

せず、上位・関連計画等の成果指標や基本方針1～3に対するモニタリング指

標に包括することとしていますが、抽象的な表現になっていたため、文章の一

部を「修正」します。

▼ 計画書P72（詳細は会議資料第2章の新旧対照を参照）

掲載位置の変更



旧〔計画書：記載なし〕 新〔計画書P3〕 ※1頁追加

—
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２．新旧対照

２-１．計画書
（１）前計画の概要・評価の追記

追記



旧〔計画書P2〕 新〔計画書P2〕
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２．新旧対照

２-１．計画書
（２）国土強靭化計画の追記

追記

追記



旧〔計画書P20〕 新〔計画書P21〕
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２．新旧対照

２-１．計画書
（２）国土強靭化計画の追記

追記

追記



旧〔計画書：記載なし〕 新〔計画書P26〕 ※1頁追加

—

15

２．新旧対照

２-１．計画書
（２）国土強靭化計画の追記

追記



旧〔計画書P40〕 新〔計画書P42〕
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２．新旧対照

２-１．計画書
（２）国土強靭化計画の追記

追記



旧〔計画書P52〕 新〔計画書P54〕
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２．新旧対照

２-１．計画書
（２）国土強靭化計画の追記

追記



旧〔計画書P63〕 新〔計画書P65〕
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２．新旧対照

２-１．計画書
（３）構成の一部修正

イラスト削除
（P72へ移動）



旧〔計画書P70〕 新〔計画書P72〕
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２．新旧対照

２-１．計画書
（３）構成の一部修正

イラスト追加



旧〔計画書P71〕 新〔計画書P73〕
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２．新旧対照

２-１．計画書
（３）構成の一部修正

文言修正
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２．新旧対照

２-２．概要版
（１）旧〔概要版1頁目〕 ： 宗像市国土強靭化地域計画の追記
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２．新旧対照

２-２．概要版
（２）新〔概要版1頁目〕 ： 宗像市国土強靭化地域計画の追記

追記

追記


